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千葉県におけるぶどう球菌のコアグラーゼ型の分布  

佐々木梨夫警七山 悠三※※  

3濃度をほ用した。薬剤は，アミノベンソルベニシリン  

（AB－PC），ストレプトマイシン（SM＝，ナリソキ  

シン（Nd）である。試験億烏，ぷ菌をBHI（BBL）  

に才妾種し，37℃18～20暗闘喜産後，菌滴をHeat＝us  

io‖Agar 平板に均等に塗抹し，その上にナイスクを置  

いた＝判定は37℃，20時間培養後行なった′〕  

2．市販厚焼クマゴとおにぎりにわけるぶ［削曽嫡。  

供試ぷ烏，「別反の厚焼タマゴとおにぎり（味付）で，  

ノくきさは釣250qノヾソク入りである。厚焼タマゴの組材  

は，タマゴ，澱粉む混合したもの。おにぎりは，味付で，  

米，人参，ゴボウ，ショウユ入りであった。実験には100  

℃20分加熱したものを使帽した。ぶ菌桔（食中毒由来棟）  

は，BHIブイヨンで37℃，一夜（1即キ間）増殖後，滅  

僻生理食塩水で希釈し，102／q にをるよう子め各温度  

（20，30，35℃）に保存した厚焼タマゴ，おにぎり各100  

リ に添加し混和後，それぞれの温度に保存し3，6，12，  

24時問後菌働を測定した。  

Ⅲ 検 査 成 績  

1．コアダラーセ型別  

表1 ふどう球菌コアブラーゼ型別と薬剤耐僅  

Ⅰ は じ め に  

ぶどう球菌（以下ぶ菌）は 細菌性食中毒および，化  

膿性疾患の原因菌として重要視されている。ぶ菌ことに  

封叩両帝coccuざ＋〔＝Jγeuj の産生する毒素，酵素の中で  

病原僅と何らかの関係を持つであろうと考えられている  

ものに溶血素．コアグラーゼ，フィブリノリジン，ヒ7  

′－ルロニクーゼ1竃どがある。その悼素の中でもコアグラ  

ーゼ息病原国子としてもかをり重安な意義2があると言  

われている。また，この酵素は，コ7ダラー‥ビ型別（以  

下コ型別）法3）として善養寺らによって実用化され，フ  

ァーシ型別法と共に蝮学的追求の手段として広くH］いら  

れているノ  

そこで，我々は，県内で検出分離されたぶ㈲104棟に  

つしゝて，コ型別を行なし、，汚染源の追求，食中毒との関  

係について検討すると共に，薬朴惑骨JJい二ついても検査  

した。またぷ菌食中毒の原困食≠として最も多いたまご  

焼きやおにぎりに菌を接碩し，温度，時間による違約変  

化も碩宜したので報告する。  

Ⅰ 検 査 方 法  

1．コアダラーセ型別  

ー   

′・ニ  ＿．一ニ  
株19棟，臨席材料由来抹4棟計140株である。  

（2Jコ型：市販「コ検査用ウサギプラズマ」（栄研化  

学），ぶ菌コ型別用免疫血絹Ⅰ～Ⅶ型（東芝化骨 を川  

い潮川ら4ノのノブ法に従って行った。即ち，ぶ菌を5％フ  

ラズて加BHlフ、イヨンに指硝し，37℃，16～18時間培  

養し凝回したフうズマをどペットで紺韓し，その0．1mゼ  

を小試験管に分藁した，ニれに抗コ血1ljテ1～Ⅶを各々0．1  

mゼ添加し，37℃1時間／叉応後，各々0．2mゼのプラズマを  

加えた＿判定は37℃，1，3，6，12，2拙帥耶麦にプラ  

ズマの凝圃が抑制されているものをぷ菌のコ型とした。  

（3）薬剤感受性試験：感剰、′巨ディスク（栄研化学KK）  
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丁一葉り，い二丈、けるコ丁ダラーセ型の分布   

食中毒由来桔では，集発散発を含めてⅦ型が54株（38．6  

％）□型が39株（27．9％），Ⅵ株が8棟（5．7％）．し7rr  

（凝固の弱いもの）が16株（11．4％）で＼≠とロ型がその  

大半を占めている。実態調査では□型8株（42．9％），  

Ⅰ型7株（36．8％），Ⅶ型4棟（21．1％）に分布がみら  

れⅢ型が有位を占めており食中毒由来の場合とほぼ同様  

の傾向を示していた。また，患者便と食ぶから剛寺に検  

出された場合，集発例ではコ型の一決することが多く．  

散発例では一致しをし、二とが多かった。UTはその殆んど  

がコアダラーゼ産生能が弱かった。  

3．薬剤感受性試験  

薬剤としてストレプトマイシン（Sルり，ナリソキシ  

ックアシド（M），7ミノベンソルベニシリンrABP  

C）を使用し実施したがこれらに耐惟を持つものが多く  

柏出されており，表1に示すように多利用汁性菌が殆んど  

であった。  

2．市見反厚焼タマゴとおにぎりにおけるぶ菌増殖  

ぶ菌を厚焼タマゴの中に添加し20℃，30℃，35℃保存  

した場合の増殖状態を図1に示した。  

×10㍉／し才，12時間後には2．7×105／q24時間3．3×10ニ  

／q であった。  

3   6  12  18  2j  

/111 

30℃で且最細の菌数は1．1×10二／qで3時肌 4．2J■、  
×103／しl，6時間8．3×104／q，12時間後では2．5×10T  

／し4 と増補を∴ 24時閏では4．5×108／qに達した。35  

℃ではゴ技抑二1．5×10？／qで3時間後には8．4×10リq，  

6時聞7．0：く10㍉／〔i，12時間2．6×108／qと急速に増殖  

をし24時間では1．2×109／qであった。二のように増殖  

傾向を比較すると30℃と35℃では同じようを急速な増殖  

曲線を示している。「榊kJ≠焼タマゴとわにぎり 川末付）  

紆ぶ胤相補こは，菌数として10」／qを接種したが，ニれ  

は押通，食【Ⅰ‖－－の検査に兄られる程度の汚染菌遠である。  

二れが食中毒発生時∵見られる10∴～10丁／q オーダの菌  

数に適するには，30℃で4～5時間，35℃3時間である。  

つ        3ヱ■   

■＝‥   

←－け－－ ニ和  
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鼠
 
 

3   6  12  18  4   

F  

20℃では，ゆるやかを増殖を示し3時問後∴は1．5×  

10リ9，6時間後には8．7×10リり，12時間8．4×10－  

／q，24時間後では2．0×107／qであった。30℃では，  

最初1．2×10ニ／9で，3時間後には，8．6×10リし1，6  

時間2．1×106／q，12時間1．0×108／〔】と増殖をし24時  

間では 2．1×109／qに達した。35℃保存では，初めに  

10ツ9で3時間後9．3×105／q，6時間後4．8×10←／q，  

12時間では3．2×109／9 と急速に増殖し24時間後：二は  

8．3×109／9に達していた。同じようにおにぎり（昧仰  

の中にぶ薗を添加し20℃，30℃，35℃保存した場合の増  

賂状態を図2に示した。   

20℃保存では，添加菌潮づ1．2×102／〔jで添州愛し¢る  

やかを増殖をホし3時間後には3．4×10、ミ／しi，6時間1．5  
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（ゝ17＼49ト′ヰi生繊計年報‡り）  

Ⅳ 考  察  

丁一葉り．＝喜子′1ミ紘ノ汁567Jによれば，ぷ菌食中毒頂㈹食  

として最も多し1のがトズ13の如く，卵類肛」二．【．．丁，で，年「闘1J  

200名の悲・、君発生をみている。次いで葉子顆80名，穀類  

川上．【】．■，15名となってし1る＝J≠竺‡：†iた中毒統計8でもム、：二  

ぎり，弁、l龍雄∵よるものが，その過γ離を占め■rし－る。   
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事実我々の経験でも，卵焼き，煮豆による例，家族′卜   

旅行での自家製おにぎりによる例，シュークリーム等洋   

菓f一による例，串だんご等和菓子による例等，填車1発生  

から小規模発生までその例に事欠かない。ニのような例   

からの菌は圧倒的に1¶，Ⅲが多く，食ポーや食品製造従業員   

の由来棟は□，Ⅵが多い。二れに比べ，桔床材料のそれ   

は検体不足ではあるが1型が多く，その分布を異にする。  

ぶ菌食中毒と最も密才妾な関係にある卵焼き，わにぎり   

にぷ蘭を接種すると，温度にもよるが，接使後5時間で   

接種菌量の2～3倍，12時後にはぷ人1新星10り－）ト／q佃  

に達する。ニの場合おにぎりより卵焼きのノノが梢発育が   

速く，温度の高しゝ方の菌数も多かった。  

今後検討すべき点は，菌数と踵′巨毒素の関係である。  

′－セ々が検体（推副掴食ノを人手した射ナ，殆んど10T～ト   

個程度の閥蘭沌与すが，そのエンテロトキシンについて   

は検査していか、。また，針．㌔．による机温 毒素の型に   

よる達し、もあろう。今後の課題と考える＝  

Ⅴ ま   と   め  

千葉県にわける食中毒や食ん－，等に山東るぷ1宕f140株に   

つし、てコ型別を実施するとJ■i川く宇に，薬剤感受性Å柏査し   

た。また，ぷ菌食中毒と関係の深い食〟2′L∴くを選び，苗   

接桟後の増殖傾向も検査した。   

1．コ型別は，食中毒由来株で＼¶，U，nrが，食㍊や健   

壊者由来株でU，Ⅶが，臨床材料由未練ではⅠ型が多か  

った。   

2．薬剤感受性については，SM，＼d，ABPCの3剤   

耐性が殆んどであった。   

3．厚焼きタマゴとおにぎりでのぶ菌増郎購向は，前者  

＿＿ の方が後者より増殖が速い。また，▲村‡に食中毒を起す  

8）厚生¶環娼衛生L】う飢．】1衛生課：H舗Ⅰ49rF度食中毒発  

′ト状況，た衛研．25，667～669，1975  

9J川川棚紺L他：ブドウ球聞エンテロトキシンの検査．  

廿紬詫，29，334～344，1974  

10）善養寺浩他：来庁諸肌二わHる発ノjミした食中毒の帰国  

食∴．－，の穣類と原因菌のコアクラーセ型について，食  

衛。…一よ，12，311～314，1971   

′－  足る菌量は106～10丁個とされるが，10二佃接種しそれが  

106個に達するには，クマゴ焼きの場合20℃で約10時間要  

したが，300 にすると6時間，350 では3‖し帥胃でたりた。  
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